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トライアスロンにおける障害とその予防
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目的：トライアスロンにおいて発生する障害の特
徴を明らかにし、その予防対策ならびに救護体制
について検討する。　対象と方法：トライアスロ
ンはその距離により、ショート（約50km）ミドル
（約110k皿）、ロング（約200k皿）などに分類される。
今回、ショートでは第2回ショートトライアスロ
ン選手権大会イン伊豆大島とサーフ90ジャパント
ライアスロンイン三浦、ミドルでは第2～4回全
日本トライアスロン選手権大会イン波崎、ロング
では第2～4回アイアンマンジャパンインびわ湖
と第5～6回全日本トライアスロン宮古島大会を
対象とした。各大会の医療班と気象台の記録に基
づいて、全障害発生頻度ならびに、脱水、外傷の
全障害に占める割合と、レースの距離、気温、湿
度との関連性を検討した。　結果と考察：受診率
と、脱水の全障害に占める割合は、距離が長くな
るにしたがい増加する傾向があり、その原因とし
て、距離が長くなり、所要時間が増すと、特にレ
ース後半で集中力の低下を招き、脱水に陥る状況
と何等かの障害に遭遇する機会が増加することが
考えられる。反対に、外傷の全障害に占める割合
は距離が短くなるほど増加した。その原因として
は距離が短くなるとスピードが増し、自転車競技
中の転倒事故が多発することが最大の原因である
と考えられた。気象状況との関連では、必ずしも
気温、湿度が高いときに脱水の割合が大きくなる
とは限らなかった。この原因として、気温、湿度
が高い時には選手が水分摂取に努め、反対に低い
時には判断ミスにより水分摂取を怠った事が考え
られた。　結語：トライアスロンでは、気温、気
湿よりも、その距離によって救護体制を整備する
べきであり、ショートタイプでは特に自転車コー
スは安全性を重視して設定し、ロングタイプでは、
気温、湿度に関係なく水分摂取を選手に指導し、
脱水の多発を念頭に置き、救護体制を整備するべ
きである。
目的：アイアンマンジャパン（1：スイム3．2km，
バイク162．Okm，ラン32．Okm：制限時間14時間）
ダブルアイアントライアスロン（D：スイム7．7
km，バイク360．4k皿，ラン84．4km：制限時間36時間）
スパルタスロン（S：ラン246km：制限時間36時
間）の競技前後で血清クレアチンキナーゼ（CK）
の変化を測定し、比較検討した。
対象及び方法：対象は各競技に参加した日本人選
手とした。1988年の1から、女性5名を含む19
名、1987，88年のDから、女性2名を含む11名、
1988年のSから、女性1名を含む6名を被検者と
し、競技2日前、競技直後、競技1日後の3ポイ
ントにて採血を行った。測定方法はUV法を用い
た。
結果及び考案＝1，Dが、複合競技であるのに対
し、Sはランのみの競技である。しかし、　Sの走
行距離は非常に長く、コースの標高差は1000m以
上に及ぶ。その為、下肢の障害による棄権選手が
多数見られた。1、D、　S競技直後の血清CK値
の平均は、それぞれ1，355．51U／L5，008．91U／1，
38，374，21U／1であり、　Sは1、Dと比較して極
めて高値を示した。また、競技前後で1、Dの血
清CKはそれぞれ10倍、30倍程度の増加に止
まっているにも拘らず、Sにおいては150倍に
も増加しており、中でも210km地点まで走行した
1例は、競技直後で58，850．OIU／1という著明な
高値を示した。一般に持久運動に於いては、血清
CKの上昇は運動強度よりも持続時間の影響を強
く受けることが知られている。しかし、SとDの
競技直後の血清CKを比較すると、競技時間がほ
ぼ同様であるにも拘らず、SはDの約9倍にも達
していた。
　Sにおける血清CK値の著明な上昇は、下肢筋
肉の強い障害を示唆しているものと考えられ、こ
の障害は、競技種目がランのみであることに加え、
コース中の悪条件が重なった為と考えられた。
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